
お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん
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▲自ら生産したみず菜の白和えを紹介する麻田さん夫妻（中央）

▲手を取って一緒にダンスを楽しむ生徒たち

▲歌詞は全部覚えて５曲を発表（コーラス部）

 サイパン島のホップウッド・ジュニア
ハイスクールの生徒13人とツデラ市長
らが、２月９日からの２日間、南丹市を
訪問。市内の中学生や日吉国際交流
協会、南丹市国際交流協会設立準備
会メンバーらおよそ60人で歓迎会を
催しました。市内中学校の各代表４人
が英語で歓迎スピーチをし、サイパン
島の生徒らはダンスを披露。短時間で
したが、初めははにかんでいた中学生
も紙コップにサインを交わし合うなど
積極的に交流を楽しんでいました。

 市内の60歳以上の方が、福祉・文化の
講演会や健康づくり教室などを受講
し、新たな教養・知識を身につけながら
生き生きとサークル活動されている「南
丹大学」。生涯学習推進事業の一環で
今年度は２０６人が在学されています。
そのうち、専門学部の受講生が日ごろ
の成果を発表する「南丹大学祭」が八
木公民館で開催され、書道・押し花・写
真各部による作品展示、料理部お手製
の弁当配布、歌謡・社交ダンス・コーラ
ス各部の舞台発表が行われました。訪
れた家族や孫にうれしそうにほほ笑む
受講生の様子が和やかでした。

 地元の味の魅力を再発見する「きょうの
料理・全国キャラバン」の公開収録が八木
農村環境公園「氷室の郷」で行われまし
た。
　八木町のハウス栽培で年間約200㌧を
生産している京の伝統野菜「みず菜」をテ
ーマに、地元３組が鍋料理、肉まん、白和
えを腕自慢。いずれもおいしさのポイント
はシャキシャキとした食感を損なわない火
加減。イタリアンレストラン店主の落合務
さんが試食・講評した後、収録会場の観客
も納得の腕前を披露されました。
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 『美山の魅力と可能性Ⅲ　新しい風を起こ
す、むらの元気をつくる』（佛教大学、美山ま
ちづくり委員会、南丹市共催）を美山文化ホ
ールで開催。基調講演では、早稲田大学宮
口侗廸教授が「農山村は農の技を磨き、都
市には作り出せない価値・魅力を作ることが
大切」と述べられました。また、美山に移り住
んだ食品加工者、牧場経営者、かやぶき職人
など５人のパネリストが、一度離れて知った
美山の価値や、自然や農地が地元の人の手
によって守られていることを再認識した話を
語りました。
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　スプリングスひよし開業と日吉ダ
ム運用開始10周年を記念して募集し
た川柳と絵画には、市内外から多数
の作品が寄せられました。どの作品
にも、温泉やダムに寄せる思い、情景
が目に浮かぶように描かれています。
川柳の部最優秀賞（南丹市長賞）と
して、温泉部門には田中忠夫さん（日
吉町）の「湯けむりに　笑い声して　
里じまん」が、同じくダム部門には井
尻豊貞さん（亀岡市千代川町）の
「湖底より　あの日の歓声　こだま
する」が入賞。絵画の部には、兄弟そ
ろって応募してくれた藤林ゴウくん
（吉富小４年）、シュウくん（同）の
作品がそれぞれ特別賞に入賞。１月
25日にスプリングスひよしで表彰式
を行った後、参加者全員でもちつき
を行い、受賞を祝いました。
　応募全作品は、５月６日まで日吉ダ
ムビジターセンターに展示していま
す。
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まちの話題を紹介します

▲それぞれの価値観で美山の魅力を語るパネリスト

　子どもの健やかな成長を地域や家
庭で支えていくことを目指すフォーラ
ムが園部公民館で開催されました（南
丹市要保護児童対策地域協議会・南
丹市青少年育成協会・南丹市ＰＴＡ連
絡協議会主催）。「３年Ｂ組金八先生」
などの脚本家、小山内美江子氏を講師
に迎え、子どもの話を聴く、抱きしめ
るなど、触れ合いの大切さを考える機
会となりました。また、カンボジアでの
日本の大学生らとの学校建設活動の
話に、参加者は深い感銘を受けておら
れました。

▲自身の経験をもとに語りかける小山内さん
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隠
し
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は〝
心
配
り
〞」　地域の特産物の普及、加工品づくりに取り組むグルー

プの研修会が市国際交流会館で開催されました（南丹
地域農村女性・加工研究会主催）。総菜やつくだ煮など
自慢の35品が並び、専門家の指導を受けました。同研
究会会長の松本多美子さん（八木町）は「人においしい
と言ってもらうことが一番の生きがい。おいしいものを
食べると心が和むし、そのためには衛生面や保存への配
慮が必要。本日の研修を各グループの活動に生かしてほ
しい」と笑顔で話しておられました。
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▲受賞者の田中さん（右）に副賞の日吉特産品が贈られました

としみち

お さ な い


